
明治6年に開設された大阪府営住吉公園は、2023年に
開設150年を迎えます。「住吉公園 歴史探訪」では、住
吉公園150年記念事業として住吉公園の歴史をたど
り、開設当初からどのように利用され、どのような変遷を
遂げてきたか、悠久の歴史に想いを馳せてみたいと思い
ます。
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大
正
十
五
年

『
堺
住
吉(

附
近)

名
勝
案
内
』

　

住
吉
公
園
を
含
む
住
吉
・
堺
・
浜
寺
と
周
辺

の
名
勝
を
紹
介
し
た
観
光
案
内
の
印
刷
物
を
ご

紹
介
し
ま
す
。大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）八
月
二

十
八
日
、日
本
名
勝
案
内
社
に
よ
る
発
行（
定

価
十
五
銭
）で
し
た
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
大
大

阪
時
代
に
お
け
る
住
吉
・
堺
の
参
詣
・
遊
覧
案

内
の
決
定
版
で
あ
り
、住
吉
公
園
が
そ
の
一
角
を

占
め
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
資
料
で
す
。

表
紙　
折
り
返
し
の
表
紙
と
裏
表
紙
は
、い
わ

ゆ
る
住
吉
模
様（
住
吉
の
海
浜
を
描
い
た
古
典

的
な
白
砂
青
松
の
景
観
）で
、松
原
の
海
浜
、沖

に
帆
掛
け
船
、頭
上
に
三
日
月
を
仰
い
だ
趣
の

あ
る
構
図
で
す
。そ
れ
を
背
景
に
表
題「
堺
住
吉

（
附
近
）名
勝
案
内
」が
掲
げ
ら
れ
、「
住
吉
大
社

反
橋
」と「
住
吉
高
燈
籠
」の
写
真
二
点
を
配

置
。さ
ら
に
、藤
原
為
長（
紫
式
部
の
伯
父
）の

和
歌「
松
見
れ
ば
た
ち
う
き
も
の
を
住
江
の
い

か
な
る
波
か
し
づ
心
な
き
」が
添
え
ら
れ
て
い
ま

す（
図
①
）。

表
紙
面　
住
吉
大
社
か
ら
堺
市
街
を
へ
て
大
鳥

神
社
ま
で
の
名
勝
二
十
項
目
の
説
明
文
と
、写

真
二
十
八
点
を
並
べ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
住
吉
と
そ
の
周
辺
の
写
真
で
は
、住
吉
大
社
、

奥
天
神（
生
根
神
社
）、住
吉
公
園
、安
立
町
笠

松
、阿
部
野
神
社
、北
畠
顕
家
墓
所
、玉
出
生
根

神
社
の
計
十
四
点
が
あ
り
、全
写
真
の
半
分
に

及
ん
で
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、本
資
料
で
は「
住
吉
大
社
」の
表

記
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
く
だ

さ
い
。当
時
の
正
式
呼
称
は「
官
幣
大
社
住
吉

神
社
」で
し
た
が
、大
正
期
す
で
に
一
般
に
は
住

吉
大
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
官
幣
大
社
住
吉
神
社
は
、昭
和
二
十
一
年
二
月

二
日
に
国
家
管
理
を
離
れ
、宗
教
法
人
令
に
よ

り
同
年
六
月
二
十
日「
住
吉
大
社
」に
改
称
）。

　
次
に
、住
吉
公
園
と
高
燈
籠
の
説
明
文
を
抜

粋
し
ま
す（
原
文
に
句
読
点
を
付
す
）。

住
吉
公
園
　
南
海
本
線
住
吉
公
園
前
よ
り
西
方
一

帯
の
地
は
、老
松
稚
松
枝
を
交
へ
、林
間
旅
舘
旗
亭

の
転
在
す
る
広
袤（※

）参
萬
六
千
六
百
四
十
余
坪

の
地
あ
り
。古
来
は
馬
場
の
松
原
と
謂
ひ
、住
吉
神

社
の
社
域
な
り
し
も
、明
治
初
年
上
地
せ
ら
れ
、明

治
六
年
初
め
て
公
園
地
と
定
め
ら
れ
た
る
以
来
、

施
設
年
と
共
に
備
は
り
、今
や
大
阪
市
内
に
於
け

る
最
も
閑
雅
の
地
と
し
て
、春
夏
秋
冬
共
に
万
民

共
楽
の
散
策
地
と
な
れ
り
。園
内
松
樹
多
く
、池

あ
り
、丘
あ
り
、亭
あ
り
、運
動
場
の
設
備
又
完
き

も
の
あ
り
。春
秋
の
好
時
期
此
処
に
来
り
遊
ぶ
者

実
に
多
し
。

高
燈
籠
　
公
園
の
西
方
に
有
名
な
る
高
燈
籠
あ

り
。此
辺
出
見
の
浜
と
称
し
、海
浜
な
り
し
を
以

て
、航
海
者
の
安
全
を
計
ら
ん
が
為
め
建
て
ら
れ

た
る
も
の
ゝ
如
し
。創
建
の
年
月
不
詳
な
り
。先

年
、皇
后
陛
下
住
吉
神
社
御
親
拝
の
砌
御
登
覧
遊

ば
さ
れ
、四
方
の
風
光
を
愛
で
さ
せ
ら
れ
た
り
。

※

広
袤（
こ
う
ぼ
う
）…

長
さ
と
幅
、面
積

　

写
真
で
住
吉
公
園
の
西
口
に
あ
っ
た「
石
ノ

大
鳥
居
」に
つ
づ
き
、「
公
園
ノ一
部
」「
公
園
藤
ノ

花
」と
な
り
ま
す（
い
ず
れ
の
名
称
に
も「
住
吉

名
勝
」を
冠
す
る
）。写
真「
公
園
ノ一
部
」は
、本

誌
第
七
号
の
四
面
に
も
取
り
上
げ
た
絵
葉
書
と

同
じ
も
の
で
す
。ま
た「
公
園
藤
ノ
花
」も
手
彩

色
絵
葉
書
と
な
っ
た
写
真
で
す（
図
②
）。

　
な
お
、紙
面
は
、表
紙
面
を
横
長
に
し
て
上
下

を
山
折
り
に
、さ
ら
に
蛇
腹
折
り
に
し
て
表
紙

に
折
り
込
ん
だ
も
の
で
、手
元
に
と
っ
て
両
面
の

説
明
文
が
読
め
る
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
り
ま

す
。

裏
紙
面
①　
裏
紙
面
は
全
面
横
長
の
紙
面
に
、

案
内
地
図
を
中
央
に
、説
明
と
写
真
を
上
下

に
、奥
付
を
左
下
に
配
置
し
、折
り
返
し
を
開
い

て
全
面
を
眺
め
る
よ
う
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

案
内
地
図
は
南
海
鉄
道
の
路
線
を
主
軸
に

し
て
、北
は
新
世
界・天
王
寺
公
園
か
ら
南
は
浜

寺
ま
で
の
領
域
に
、沿
線
の
主
要
な
地
点
を
赤

丸
で
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
図
は
主
に
黄
色

塗
り
で
す
が
、そ
の
中
に
緑
色
で
表
す
場
所
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
緑
色
を
挙
げ
る
と
、天
王
寺
公
園
、聖
天

山
か
ら
帝
塚
山
を
へ
て
住
吉
大
社
・
住
吉
公
園

に
か
け
て
の
一
帯
、旧
堺
市
街
、浜
寺
の
松
林
一

帯
で
す
。こ
れ
は
後
に
旧
都
市
計
画
法
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
風
致
地
区
の
範
囲
と
一
致
し
て
お

り
、昭
和
七
年
に
堺
と
浜
寺
、昭
和
八
年
に
茶

臼
山（
天
王
寺
）と
聖
天
山（
北
畠・帝
塚
山
）が

順
次
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。よ
っ
て
こ
の
図
に
よ

り
、住
吉
大
社
・
住
吉
公
園
の
一
帯
は
、後
の
聖

天
山
風
致
地
区
と
一
体
的
な
風
致
を
備
え
た
場

所
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
説
明
文
は
、「
堺
市
附
近
の
帝
陵
」か
ら
始
ま

り
、十
三
項
目
の
説
明
文
と
写
真
十
七
点
を
載

せ
、中
で
も「
浜
寺
と
堺
大
浜
に
於
け
る
割
烹

旅
館
案
内
」を
最
も
大
き
く
扱
い
、大
料
亭「
一

公
園
の
縮
小
、施
設
の
使
用
停
止
は
考
え
に

く
い
の
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、住
之
江
公
園
完
成
の
昭
和
五
年
十
月

以
前
に
公
園
区
域
の
国
道
１６
号
の
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑷
住
吉
神
社
の
資
料

　
「
昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）七
月
十
日
、公

園
内
に
国
道
１６
号
線（
現・国
道
２６
号
線
）開

通
に
よ
る
公
園
敷
地
模
様
替
え
の
た
め
、住

吉
公
園
御
旅
所
・
神
輿
台
、旧
来
の
場
所
よ

り
北
東
約
三
間
へ
移
転
」と
の
記
載
が
あ
り

ま
す
。こ
の
文
書
は
住
吉
公
園
内
の
御
旅
所

に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、国
道
１６
号

の
整
備
に
先
立
ち
、昭
和
十
一
年
に
御
旅
所

の
移
転
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
か
ら
、大
阪
府
事
業
の
公
園
区
域
内

で
の
整
備
着
手
は
昭
和
十
一
年
七
月
十
日
以

降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
上
記
内
容
と
公
園
改
修
工
事
、道
路
工
事

の
関
係
を
示
し
た
の
が
左
下
の「
道
路
工
事

関
連
表
」で
す
。

２ 

無
く
な
っ
た
施
設
、新
た
に
で
き
た
施
設

か
ら
の
考
察

　

改
修
計
画
の
考
え
方
を
大
正
九
年
の
平

面
図
と
昭
和
十
五
年
の
平
面
図
を
比
較
す

る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
国
道
１６
号
で
無
く
な
る
施
設

ア 

潮
掛
道
北
側

四
号
池
、北
西
の
芝
山
、西
村
捨
三
銅
像
前

花
壇
、潮
掛
道
沿
い
花
壇
の
一
部

イ 

潮
掛
道
南
側

西
運
動
場
、園
芸
圃
場
、（
住
吉
神
社
御
旅

所
）

⑵
新
た
に
で
き
た
施
設

　
昭
和
十
五
年
の
図
面
を
見
る
と
、国
道
１６

号
の
北
西
側
に
藤
棚
と
花
壇
が
あ
り
、そ
の

南
に
は
住
吉
神
社
の
御
旅
所
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。国
道
の
東
側・潮
掛
道
の
北
側
に
は
壁

泉
が
で
き
、児
童
遊
戯
場
が
東
側
に
移
動

し
、園
路
を
挟
ん
で
そ
の
東
に
は
相
撲
場
が

新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。車
道
が
国
道

１６
号
か
ら
住
吉
公
園
駅
ま
で
設
置
さ
れ
、１

号
池
が
整
形
に
作
り
変
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。潮
掛
道
の
南
側
で
は
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
改
修
さ
れ
、そ
の
南
に
は
西
グ
ラ

ウ
ン
ド
、南
西
に
新
し
く
花
壇
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。圃
場
は
西
か
ら
東
へ
と
、南
海
鉄

道
線
路
沿
い
に
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
公
園
改
修
が
行
わ
れ
、現
代

の
公
園
の
原
形
が
こ
の
時
期
に
で
き
上
り
ま

し
た
が
、代
替
措
置
と
し
て
住
之
江
公
園
を

整
備
し
、そ
こ
に
運
動
場
を
設
置
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、住
吉
公
園
に
２
つ
め
と
な
る

西
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作
っ
た
意
図
が
不
明
で

す
。改
修
計
画
に
は
当
時
の
主
任
技
師
で
あ

る
大
屋
霊
城
氏
が
当
然
携
わ
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
、昭
和
九
年
に
亡
く
な
ら
れ
、施

設
改
修
に
つ
い
て
の
設
計
趣
旨
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
が
非
常
に
残
念
で
す
。

（
荒
木
美
喜
男
）

注
１ 

第
一
次
大
阪
都
市
計
畫
事
業
誌 

Ｐ
116・117 

Ｐ
138

注
２ 

住
吉
区
誌 

Ｐ
235・236

力
楼
」以
下
、料
理
屋
や
土
産
物
屋
、そ
の
ほ
か

周
辺
の
施
設
を
順
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
の
下
段
左
側
に
は
、南
海
本
線
と
高
野

線
に
お
け
る
運
賃
・
時
間
・
行
程（
距
離
は
マ
イ

ル
表
記
）を
掲
げ
、同
鉄
道
の
概
要
と
遊
覧
情

報
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

裏
紙
面
②　
紙
幅
の
都
合
上
、住
吉
に
関
す
る

も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ま
ず
は「
住
吉
の
お
土

産
物
は
」と
題
し
て
、堺
打
刃
物
類
の
菊
一
文
字

本
店（
正
面
鳥
居
前
）、同
じ
く
源
利
平
本
店

（
住
吉
北
門
前
）、現
在
も
営
業
を
つ
づ
け
る
住

の
江
味
噌
の
池
田
屋
本
店（
東
鳥
居
前
）、さ
ら

に
同
支
店（
正
面
鳥
居
前
）と
い
っ
た
店
舗
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
同
じ
く
住
吉
大
社
の
正
面
鳥
居
前
に
は
、ま

ね
き
や・は
っ
た
つ
や・
伊
賀
菊
・ウ
ヱ
ト・
鳥
居

前
売
店・停
留
場
売
店
と
い
っ
た
主
な
店
舗
が

（図②）絵葉書「住吉名所 公園の藤花」

（図①）堺住吉(附近)名勝案内 表紙部分

昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年 昭和11年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 昭和15年

テニスコート完成
西グラウンド完成

車道計画

住吉神社資料
御旅所移転

難波住吉線工事（公園区域内）
国道16号工事（公園区域内）

大阪府の公園関連条例

住吉公園工事記録

連絡道路計画図

公園改修工事  

大正9年と昭和15年の公園図面
国道16号と南海鉄道により住吉公園は
3分割にされます。昭和15年の図面では
公園施設の再整備と、民家の集中して
いる区域を公園から削除した様子がわ
かります。

公園改修工事と道路工事の関係

道路工事関連表

大正9年度からの平面図

車
道
計
画
図

「
住
吉
公
園
と
住
江
公
園
と
を
結
ぶ
連
絡

道
路
」計
画
図
に
あ
る
住
吉
公
園
の
図
面

で
は
車
道
と
園
路
の
区
別
が
不
明
な
た

め
、車
道
部
分
を
着
色
し
ま
し
た
。

堺住吉（附近）名勝案内（表紙面） 掲載写真タイトルリスト
官幣大社大鳥神社（本殿･玉垣正面）、堺名勝（大浜商品陳列所･菅原神社楼門･開口神社･方違神社･南宗寺山門･南宗
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住
吉
公
園
の
原
風
景
を
彩
る
生
物
た
ち

―

「
御
田
」の
セ
リ―

　
湿
田
や
水
辺
に
セ
リ
が
生
え
て
い
る
の
は
一
般
的
な
日
本
の
原
風

景
で
し
た
が
、近
年
の
大
阪
市
内
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。（
写
真
①
）セ
リ
は
春
の
七
草
の
歌
の
冒
頭
を
務
め
る
植
物
で

す
。言
葉
の
響
き
や
リ
ズ
ム
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、『
覚
え
る
重
要
度
』

も
冒
頭
に
選
ば
れ
た
理
由
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
す
こ
し
郊
外
の
大
泉
緑
地
付
近
な
ど
で
は
、ま
だ
ま
だ
見
ら
れ
る

植
物
で
す
。と
い
う
の
も
、今
で
も
緑
地
近
辺
に
は
セ
リ
が
自
生
し
て

お
り
、こ
れ
を
見
つ
け
た
人
か
ら
食
べ
て
よ
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
の
で
す
。私
が
見
た
と
こ
ろ
多
く
の
場
合
が「
セ
リ
」な
の
で
食
べ

て
も
構
わ
な
い
の
で
す
が
、普
段
は「
食
用
し
な
い
よ
う
に
」と
答
え
て

い
ま
す
。よ
く
間
違
わ
れ
る
も
の
に「
ド
ク
ゼ
リ
」の
存
在
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　
セ
リ
は
今
で
こ
そ
ス
ー
パ
ー
で
も
買
え
ま
す
が
、野
外
で
採
取
す
る

と
な
る
と
注
意
が
必
要
で
す
。水
辺
に
は
セ
リ
以
外
に
も
、よ
く
似
て

有
毒
な「
ド
ク
ゼ
リ
」に
加
え
、有
毒
種
の
多
い
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
植
物

（
ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
、キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、タ
ガ
ラ
シ
な
ど
）も
一
緒
に
生

息
し
て
い
る
の
で
す
。セ
リ
か
ら
始
ま
る
春
の
七
草
の
歌
は『
若
菜
摘

み
の
第
一
歩
は
セ
リ
を
間
違
い
な
く
選
別
す
る
こ
と
に
あ
る
』と
い
う

こ
と
も
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
写
真
②
）

　
近
頃
で
も
ニ
ラ
と
ス
イ
セ
ン
の
葉
を
間
違
え
た
食
中
毒
事
件
な
ど

は
耳
に
し
ま
す
が
、食
べ
ら
れ
る
か
、食
べ
ら
れ
な
い
か
の
判
断
は
い
つ

の
時
代
で
も
大
変
重
要
で
す
。ま
し
て
民
族
と
し
て
慢
性
的
に
冬
の

終
わ
り
の
食
糧
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
日
本
人
に
お
い
て
、こ
の
判

断
は
教
育
の
最
も
大
切
な
事
柄
の
一つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。セ

リ
科
の
植
物
に
は
セ
リ
の
他
に
も
ニ
ン
ジ
ン・セ
ロ
リ
・ミ
ツ
バ
な
ど

の
野
菜
や
ミ
シ
マ
サ
イ
コ・ト
ウ
キ・ウ
イ
キ
ョ
ウ
と
い
っ
た
薬
草
も
含

ま
れ
、人
類
に
と
っ
て
魅
力
的
な
植
物
群
で
す
。「
見
た
目
」や「
生
息

地
」の
似
た
有
毒
な
植
物
の
存
在
は
人
々
を
悩
ま
せ
、見
分
け
る
知

識
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。セ
リ
と
ド
ク
ゼ
リ
は
若
菜
の
時
期
は
見
た

目
も
生
育
地
も
よ
く
似
て
お
り
大
変
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
す
が
、食

用
の
適
期
を
越
え
た
頃
に
は
ド
ク
ゼ
リ（
別
名
オ
オ
ゼ
リ
）が
大
き
く

育
っ
て
く
る
た
め
見
分
け
が
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。（
写
真
③
）

　
か
つ
て
の
御
田
の
様
子
を
本
誌
第
八
号
掲
載
の
絵
図
か
ら
見
て
み

ま
す
と
、絵
の
デ
フ
ォ
ル
メ
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、現
代
よ

り
細
江
川
に
近
接
し
た
位
置
に
田
圃
が
連
続
し
て
見
ら

れ
、セ
リ
・
ド
ク
ゼ
リ
の
好
む
水
辺
の
環
境
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。（
写
真
④
）

　

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）の
御
田
の
植
物
調
査
で

は
、セ
リ
と
タ
ガ
ラ
シ
が
確
認
さ
れ
、ド
ク
ゼ
リ
や
キ
ツ
ネ

ノ
ボ
タ
ン
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。食
べ
ら
れ
る
種

類
中
心
に
保
た
れ
た
植
物
相
に
歴
史
的
経
緯
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、近
年
切
り
花
と
し
て
よ
く
見
ら

れ
る
ホ
ワ
イ
ト
レ
ー
ス
フ
ラ
ワ
ー
は
花
の
外
見
が
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、和
名
で
ド
ク
ゼ
リ
モ
ド
キ
と
言
う
そ
う
で

す
。知
っ
た
と
き
は
大
変
驚
き
ま
し
た
が
、こ
ち
ら
は
毒

性
が
な
い
と
聞
き
安
心
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

（
寺
田
孝
重
）

写真④ 住吉神社及公園之真景の拡大
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旧
国
道
16
号
線
開
通
前
後
の

住
吉
公
園
の
変
遷

　
住
吉
公
園
は
昭
和
初
期
に
国
道
１６
号（
現
在
の
国
道

２６
号
）の
整
備
で
分
断
・
縮
小
さ
れ
、改
変
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
公
園
区
域
に
お
け
る
道
路
整
備

の
時
期
と
公
園
の
改
修
時
期
の
変
遷
を
見
て
い
き
ま

す
。

　

公
園
を
大
き
く
変
え
た
国
道
１６
号
の
整
備
で
す
が
、

大
阪
市
区
改
正
設
計
に
よ
る
都
市
計
画
事
業（
注
１
）

と
、大
阪
府
知
事
執
行
の
都
市
計
画
事
業（
大
正
十
五

年
内
閣
認
可
を
受
け
た
旧
十
大
放
射
路
線
）に
よ
る
２

つ
の
事
業
が
関
係
し
て
い
ま
す
。大
阪
市
区
改
正
設
計
に

よ
る
事
業
は「
１
等
大
路
第
３
類
第
１０
号
線（
難
波
住

吉
線
）で
、廣
路
第
一
號
線
終
點（
御
堂
筋
）よ
り（
中
略
）

住
吉
公
園
」に
至
る
路
線
で
、住
吉
区
誌
に
よ
り
ま
す
と

大
阪
府
事
業
は
住
吉
公
園
か
ら
北
島
町（
大
和
川
）の

区
域
に
な
り
ま
す
。難
波
住
吉
線
は
昭
和
十
年
に
完
成
、

大
阪
府
事
業
の
国
道
１６
号
は
同
十
三
年
に
完
成
し
た
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
注
２
）

　
ま
た
、こ
の
縮
小
の
補
償
と
し
て
住
之
江
公
園
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、住
吉
公
園
と
住
之

江
公
園
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
公

園
を
結
ぶ
連
絡
道
路
が
計
画
さ
れ
、そ
れ
に
伴
い
住
吉

公
園
内
に
車
道
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
道
路
事
業
の
実
施
時
期
と
公
園
施
設
の
改

修
時
期
、そ
し
て
公
園
施
設
の
何
が
変
わ
っ
た
の
か
に
つ

い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

１ 

道
路
事
業
と
公
園
施
設
改
修
時
期

　
国
道
１６
号
で
影
響
を
受
け
る
範
囲
は
、北
西
の
築
山
、

四
号
池
、銅
像
と
花
壇
、西
運
動
場
、住
吉
神
社
御
旅
所

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
改
修
時
期
を
４
つ
の
資
料
を
基

に
推
測
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

⑴
大
阪
府
の
公
報

　
住
吉
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
有
料
施
設
と
し
て
初

め
て
公
報
に
記
載
さ
れ
る
の
が
昭
和
九
年
十
二
月
三
日

の「
大
阪
府
公
園
施
設
使
用
條
例
中
改
正
條
例
」で
す
。

昭
和
十
五
年
七
月
二
十
二
日
の「
大

阪
府
公
園
特
殊
施
設
使
用
條
例
中

改
正
條
例
」で
は
、西
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
新
た
な
整
備
に
と
も
な
い
、住
吉

公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
１
箇
所
か

ら
２
箇
所
に
変
わ
り
、東
、西
の
区

別
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
昭
和

九
年
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
、昭
和
十
五

年
に
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
住
吉
公
園
で
は
大
正
七
年
か
ら
の
大
改
修
で
東
西
運

動
場
が
整
備
さ
れ
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
も
行
わ
れ
ま

し
た
が
、当
時
は
有
料
公
園
施
設
の
取
り
扱
い
が
な
く
、

条
例
に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。有
料
公
園
施

設
が
条
例
に
出
て
く
る
の
は
、大
正
十
四
年
の
箕
面
公

園
有
料
休
憩
所
が
最
初
で
あ
り
、運
動
施
設
で
は
昭
和

五
年
の
住
之
江
公
園
か
ら
で
す
。

⑵
住
吉
公
園
の
工
事
記
録（
大
正
九
年
か
ら
昭
和
五

年
）

　
工
事
記
録
の
頭
書
き
に
は「
尚
昭
和
七
年
ニ
於
テ
ハ

中
央
遊
歩
道
ノ
外
、園
ノ
北
部
ニ
車
道
ヲ
新
設
シ
テ
之

ヲ
住
江
公
園
道
路
ト
連
絡
セ
シ
メ
自
動
車
ニ
ヨ
リ
テ
住

吉
、住
江
両
公
園
ノ
交
通
ヲ
便
ニ
ス
ル
ト
共
ニ
本
公
園

遊
覧
者
ノ
混
雑
ヲ
防
止
ス
ル
ノ
計
畫
ヲ
樹
テ
タ
リ
」と

あ
り
、７
年
に
は
住
吉
公
園
内
に
お
い
て
、連
絡
道
路
に

接
続
す
る
車
道
の
計
画
図
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

⑶
昭
和
六
年
頃
の
住
吉
公
園・住
之
江
公
園
連
絡
道
路

計
画
図

　
こ
の
計
画
図
に
は
鉛
筆
書
き
で「
昭
和
６
年
」と
の
記

載
が
あ
り
ま
す
。計
画
図
に
は
国
道
１６
号
が
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
道
路
が
住
吉

公
園
区
域
で
は
完
成
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
も
う
一つ
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
住
之

江
公
園
の
完
成
で
す
。住
之
江
公
園
は
住
吉
公
園
の
縮

小
に
伴
う
代
替
公
園
と
し
て
計
画・整
備
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、住
之
江
公
園
の
完
成
を
待
た
ず
に
住
吉

あ
り
、商
品
の
名
物
芋
・は
ま
ぐ
り
・
住
吉
踊
人
形
・い
も
菓

子・住
吉
だ
ん
ご・絵
は
が
き・名
勝
案
内
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、神
社
と
公
園
付
近
に
あ
る
旅
館
や
料
理
店
と
し

て
、伊
賀
治
・
千
鳥
・
魚
治
・
久
の
家
・
お
も
と
茶
屋
・
岸
の

館
・
小
山
楼（
本
紙
第
九
号
一
面
参
照
）が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、住
吉
大
社
南
の
日
東
レ
コ
ー
ド（
ツ
バ
メ
印
の
国

産
レ
コ
ー
ド
会
社
）の
傍
ら
に
あ
る
辰
巳
家
・
岡
春
の
名
も

見
え
、公
園
の
北
西
に
あ
っ
た
住
の
江
温
泉
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、堺
大
浜
飛
行
場（
国

内
初
の
民
間
水
上
飛
行
場
）、住
吉
菖

蒲
園（
髙
燈
籠
の
南
西
に
あ
っ
た
民

営
公
園
）、帝
塚
山
共
楽
園（
万
代
池

に
あ
っ
た
遊
園
地
）と
い
っ
た
紹
介
記

事
も
見
ら
れ
ま
す
。（
小
出
英
詞
）

資
料
協
力：櫻
井
康
弘
氏
、堺
市
立
中
央
図
書
館
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